天文・科学教育分科会　報告
報告代表：富田晃彦

　天文・教育分科会では以下のような観点で議論が行われました。
　議論点：　大学研究室、地域の社会教育施設（天文台）から産み出される、教材の素材や提案がある。学校現場と協同し、いい教材へ発展させたい。

　プログラム：
　前半１時間：　プラネタリウム・セッション
　　　　　　実演：石川耕平（和歌山大学教育学部附属中学校）

　　　　　　　　　和歌山大学教育学部天文学ゼミ

　後半１時間：　ポスター・セッション
（１）　公開天文台ネットワークの天体画像の活用

　　　　　解説：和歌山大学教育学部天文学ゼミ

（２）　デジタルカメラによる天体動画撮影

　　　　　　解説：西端一憲（和歌山大学大学院教育学研究科）
（３）　携帯電話による天体撮影

　　　　　　解説：竹中敦史（和歌山大学教育学部）
（４）　地震計を活用した、新しい防災教育の提案

　　　　　　解説：此松昌彦（和歌山大学教育学部）
尾久土正己（和歌山大学学生自主創造科学センター）

（５）　ミニアメダスによる、新しい気象教育の提案

　　　　　　解説：曽我真人（和歌山大学システム工学部）

議論のまとめ　（および写真）
（１）プラネタリウム

学校訪問の相談がいつくか成立しました。今年度は和歌山大学教育学具附属中学校と、智弁学園小学校を予定。来年度は本格的に訪問し、教育効果の研究を進めたいと思います。
頂いた代表的ご意見：

●　２０人が１回の定員では、クラスの中での利用方法を工夫しないといけない。
●　投影する星の数（１０００個）が多すぎる。これは中学生以上向けだろう。

●　対象学年によって星の数、並びを選ぶべき（教科書に合わせる、など）。

●　日周運動の学習のためには、回転速度の制御が必要。現在の３分で１周は、実時間のものよりずっと早いが、北極星（不動点）を見つけるには遅すぎる。
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図１．　会場で存在感を示す、移動式プラネタリウム。各地の学校を回っていきます。

（２）天体画像、動画、携帯電話の活用
頂いた代表的ご意見：

●　星の観察のために、夜に学校に生徒を集めることは不可能。また、星の動きを体験するためには長時間観察が必要だが、これも指導が困難。それを克服する有力な手段になる。
●　自分の空、身近な風景を取り入れることは有効である。明日から観察しよう、それぞれの地域で観察しよう、という気になる。そのような写真、動画を見ていると、知識からではなく、じっくり観察からという姿勢に向かわせることができるだろう。
●　理科の時間、だけでなく、いつでも観察をして身の回りを認識する時間に変えていくべきだろう。
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図２．　どこの学校にも置いてあるような、口径 10.5 cm 屈折望遠鏡に、カメラ付き携帯電話を取り付けだけで、かなり高精度な天体写真が撮れます。その解説中。

（３）地震計、ミニアメダス

頂いた代表的ご意見：

　●　すぐに自分の学校にも設置したい。

　●　防災の観点から優れている。
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図３．　ミニアメダスの解説中の曽我氏。この写真では写っていませんが、机の右側にミニアメダスの実物を展示しました。机の上のパソコンでは、システム工学部デザイン情報学科の学生が開発した、かわいらしいデザインのユーザー・インターフェースが紹介されました。
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図４．　ミニアメダス（右手前）の横では、地震計を活用した防災教育の提案がありました。大変な人だかりで、地震計の写真を撮らずじまいでした。みなさん、文庫本サイズの超小型地震計を揺らしていました。






















